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総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま

し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審

査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
氷
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
歳
入
歳
出

３
億
６
２
６
２
万
７
０
０
０

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金

６
３
３
５
万
１
０
０
０
円
、

県
支
出
金
７
５
９
万
８
０
０

０
円
の
増
額
補
正
、
繰
越

金
２
２
８
５
万
５
０
０
０

円
の
減
額
補
正
、
諸
収
入

１
０
３
万
３
０
０
０
円
、
町

債
３
億
１
３
５
０
万
円
の
増

額
補
正
で
す
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
４
６
３

万
円
の
増
額
補
正
で
す
。
債

務
負
担
行
為
補
正
は

８
８
６
８
万
５
０
０
０

円
（
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
）
の

設
定
で
す
。
地
方
バ
ス

負
担
金
１
１
５
万
３
０

０
０
円
増
額
の
内
容

は
、
九
州
産
交
バ
ス
か

ら
の
請
求
で
、
21
年
10

月
か
ら
22
年
９
月
ま
で

の
経
費
で
、
路
線
系
統

の
増
と
運
行
経
費
、
収

入
と
の
差
額
分
等
で
不

足
が
生
じ
る
た
め
の
も

◎
平
成
22
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

区
長
報
酬
の
減
額
は

　

江
嵜
議
員　

減
額
の
理
由

は
何
か
。

　

総
務
財
政
課
長
補
佐　

参

議
院
選
挙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
分
は
国
の
補
助
金
を

使
っ
た
関
係
で
町
の
負
担
分

が
減
り
ま
し
た
。

　

立
神
峡
吊
り
橋
の
点
検
は

　

田
中
議
員　

点
検
は
法
律

に
基
づ
い
て
お
こ
な
っ
て
い

る
の
か
。
何
年
毎
に
行
う
の

か
。

　

商
工
観
光
課
長　

法
的
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
４
年
毎

に
行
っ
て
い
ま
す
。
橋
を
施

工
し
た
業
者
に
お
願
い
し
て

い
る
。

　

梨
晩
霜
害
対
策
事
業
費

　

補
助
金
は
何
に

　

江
嵜
議
員　

被
害
が
大
き

か
っ
た
が
、
補
助
金
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
生
活
費

の
無
利
子
融
資
は
。

　

農
業
振
興
課
長　

か
な
り

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
が
、

来
年
の
生
産
に
向
け
て
防
除

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
生
産

支
援
で
、
秋
冬
の
防
除
の
薬

代
で
す
。
生
活
支
援
に
つ
い

て
は
セ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資

金
の
無
利
子
化
を
実
施
し
て

い
ま
す
。　

　

町
道
の
補
修
方
法
は

　

大
丈
夫
か

　

吉
川
議
員　

町
道
こ
い
こ

い
橋
線
の
補
修
場
所
は
急
斜

面
、
杭
を
打
っ
て
あ
る
が
今

回
の
計
画
で
大
丈
夫
か
。

　

建
設
下
水
道
課
長
補
佐　

９
月
の
補
正
で
計
画
し
て
い

た
工
法
で
は
き
び
し
く
な
っ

た
の
で
、
工
法
を
変
更
し
て

行
う
た
め
に
予
算
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

　

西
部
小
屋
内
運
動
場
改

　

築
工
事
の
入
札
方
法
は

　

江
嵜
議
員　

入
札
で
問
題

が
お
き
た
の
は
、
業
者
を
指

名
し
た
入
札
だ
っ
た
。
今
回

は
ど
う
す
る
の
か
、
入
札
制

度
は
改
革
す
る
の
か
。
ま
た
、

財
源
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

町
長　

ど
う
い
う
入
札
に

す
る
か
は
決
定
し
て
い
な
い
。

問
題
は
指
名
業
者
と
思
う
。

今
回
の
事
件
を
し
っ
か
り
反

省
し
、
３
億
規
模
の
工
事
で

す
の
で
、
業
者
の
選
定
に
は

十
分
注
意
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
課
長　

現
在

立
っ
て
い
る
面
積
分
は
安
全

安
心
学
校
交
付
金
、
残
り
は

国
庫
負
担
金
で
す
。

　

ご
み
収
集
委
託
は

　

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か　

　

江
嵜
議
員　

ご
み
収
集
業

務
の
委
託
方
法
が
変
わ
る
の

か
。

　

町
民
環
境
課
長　

竜
北
、

宮
原
の
２
区
域
で
収
集
を
委

託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
竜
北
は
入
札
、

宮
原
は
随
契
で
き
ま
し
た
。

焼
却
場
建
設
時
の
こ
と
も
あ

り
合
併
協
議
で
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
検
討
し

た
結
果
、
競
争
性
、
公
平
性
、

透
明
性
か
ら
公
募
に
よ
る
入

札
の
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

江
嵜
議
員　

公
募
の
条
件

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

町
民
環
境
課
長　

廃
棄
法

と
施
行
令
で
基
準
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
収
集
車
の
維

持
管
理
な
ど
の
設
備
、
経
験
、

実
績
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
条
件
付
き
入
札
に
な

り
ま
す
。

◎
平
成
22
年
度
氷
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

出
産
一
時
金
は

　

見
込
み
違
い

　

江
嵜
議
員　

前
年
度
よ
り

１
３
２
万
円
減
と
し
、
当
初

予
算
を
１
０
０
８
万
円
組

ん
で
い
た
の
に
、
さ
ら
に

５
０
０
万
円
を
増
額
す
る
の

は
見
込
み
違
い
か
、
事
務
上

の
問
題
か
。

　

健
康
福
祉
課
長　

見
積
も

り
が
甘
か
っ
た
と
反
省
し
て

い
ま
す
。
母
子
手
帳
で
判
断

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

使
用
促
進
対
策
事
業
は

　

江
嵜
議
員　

医
療
費
を
抑

え
る
た
め
に
町
が
単
独
で
こ

の
事
業
を
や
る
の
か
。

　

健
康
福
祉
課
長　

や
り
な

さ
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
保
財
政
と
し
て

も
医
療
費
削
減
に
効
果
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
は
国
保
連
合
会
に
委

託
し
ま
す
。

氷川町消防団出初式

主
な
質
疑

主
な
質
疑

臨
時
議
会

　

平
成
22
年
12
月
定
例
議
会
で
、
平
成
22
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平

成
22
年
度
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
他
２
特
別
会
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
で
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
議
経
過
並
び
に
結
果
が
各
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
長
報
告

常
任
委
員
長
報
告

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
き
ま

し
て
、
審
査
経
過
並
び
に
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

氷
川
町
営
住
宅
条
例
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
町
営
住
宅

の
家
賃
滞
納
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
た
。
現
在
過
年

度
分
２
件
、
現
年
度
分
19
件

の
61
万
２
９
０
０
円
。
滞
納

整
理
は
毎
月
訪
問
を
行
い
、

滞
納
月
数
が
多
い
世
帯
は
役

場
に
来
て
も
ら
い
相
談
を
し

て
い
る
。
条
例
改
正
で
４
月

か
ら
延
滞
金
が
か
か
る
こ
と

に
な
る
。

　

審
査
の
結
果
、
条
例
改
正

は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
で
、
排
水
路

維
持
管
理
費
10
万
５
０
０
０

円
は
反
甫
地
区
の
農
業
排
水

路
２
か
所
で
、
急
を
要
し
た

の
で
水
防
協
議
会
よ
り
材
料

を
借
り
て
復
旧
済
み
と
あ
っ

た
が
、
委
員
か
ら
予
算
の
組

み
方
が
間
違
っ
て
い
る
。
９

月
補
正
を
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
が
あ
り
、

執
行
部
も
９
月
に
補
正
す
べ

き
だ
っ
た
と
認
め
ま
し
た
。

　

町
道
こ
い
こ
い
橋
線
の
道

路
維
持
補
修
工
事
は
、
崩
落

の
危
険
は
な
い
か
と
意
見
が

出
た
。
雨
水
等
で
地
山
の
安

定
を
図
る
た
め
に
布
団
か
ご

工
法
を
検
討
し
て
い
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

道
路
新
設
改
良
費
の
財
源

組
み
換
え
は
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
関
連
事
業
予
算
に

対
す
る
起
債
の
組
換
え
と
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
反

対
に
関
す
る
陳
情
を
審
査
し

ま
し
た
。
賛
否
両
論
意
見
は

あ
る
が
、
氷
川
町
全
体
を
考

え
る
と
参
加
し
な
い
方
が
い

い
と
の
意
見
で
、
異
議
な
く

採
択
し
ま
し
た
。

の
。
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、
地

デ
ジ
用
の
鉄
塔
ア
ン
テ
ナ
で

立
神
地
区
の
山
手
に
建
設
す

る
。
受
益
者
負
担
金
は
50
％

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竜
北
公
園
の
管
理
委
託
料

は
、
緑
地
管
理
、
ト
イ
レ
清

掃
、
遊
具
点
検
等
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
。
債
務
負
担
行
為
の
内
容

は
、
竜
北
５
２
６
１
万
円
、

宮
原
３
６
０
７
万
５
０
０
０

円
の
ゴ
ミ
収
集
業
務
で
、
平

成
23
年
４
月
１
日
よ
り
５
年

間
。
条
件
は
町
内
に
住
所
・

事
業
所
を
有
し
、
実
績
が
あ

り
、
保
証
人
等
が
必
要
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
議
論
さ
れ
ま
し
た

主
な
点
で
あ
り
ま
す
。
審
査

の
結
果
、
議
案
第
44
号
は
、

全
員
賛
成
を
も
っ
て
原
案
の

通
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

竜北公園

町道こいこい橋線の法面崩壊場所

総
務
常
任
委
員
長　

上　

田　

健　

一

産
業
建
設
常
任
委
員
長　

松　

田　

達　

之

氷
川
町
教
育
委
員
に

広
瀬　

亀
氏
を
承
認

　

11
月
８
日
開
催
さ
れ

た
臨
時
議
会
で
、
氷
川

町
教
育
委
員
に
、
広
瀬

亀
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。


